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試験による性能評価
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軟ガンマ線検出器 (SGD)は、2015年度打ち上げ予定のX線天文衛星ASTRO-Hに搭載される検出器の 1つで、
60− 600 keVの帯域を過去最高感度で観測することを目的とした分光観測器である。SGDは、Si/CdTe半導体ピ
クセル検出器を積層したコンプトンカメラ (CC)、ファインコリメータ、BGOシンチレータを使用したアクティ
ブシールドからなる。高感度観測の実現のためには、アクティブシールドによるバックグラウンド除去だけでな
く、CCのコンプトン再構成を使用したバックグラウンド除去が欠かせない。
2014年 12月に衛星搭載品である SGD1号機の−20◦Cでの低温試験、熱真空試験を行った。今回初めて、アク

ティブシールドと CC 3台を組み上げ、同時動作試験および軌道上での運用模擬が行われた。これまでにも CC
の試作機単体での試験は行われてきており、コンプトン再構成によるバックグラウンド除去について検証されて
きた。コンプトン再構成によるバックグラウンド除去を精度よく行うためには、検出器に落とされたガンマ線の
エネルギーを正しく知る必要がある。その為、CC1台につき 13312に上る読み出しチャンネルそれぞれに対し、
テストパルスを用いたエネルギー較正曲線を作成した。本講演では、これらの試験で得られた、地上でのバック
グラウンド・線源測定データの詳細な解析による検出器部の性能について報告する。


